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抑＝l
（方）=A+o(1)+(A+o(1))O
従って
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中嶋興澄：一部から誤解されている初等微積分のある定理3
を得る。
故に
limlogq,=A, limq,=eA.
〃→” 〃→00
となり証明が完成する。□
この定理の応用として有名な
E111erの公式：
8ERに対して
eie=cos9+isinO
の別証明が得られる。
注普通この公式の証明は左辺と右辺をTbylor展開し左右を比較する事
で行われる。
証明泥ENとしてdeMoivreの定理を使うと
……皿'-("":+q
であるが, cos, sinをThylor展開すると
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ここで定理1を使って泥→“とすると
.""}="+#fo(=))"-c"
が得られる。□
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